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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
岐
阜 

開
催
報
告

～
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
の
経
験
を
生
か
す
～

岐阜県
平
成
31
年
１
月
19
日
（
土
）、
じ
ゅ
う
ろ
く
プ

ラ
ザ
に
て
、
岐
阜
県
と
当
協
会
主
催
に
よ
る
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
岐
阜
～
平
成

30
年
7
月
豪
雨
災
害
の
経
験
を
生
か
す
～
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に
主
催
者
を
代
表
し
て
、

岐
阜
県
健
康
福
祉
部
の
森
岡
部
長
と
当
協
会
の
吉

田
理
事
長
が
挨
拶
し
、
続
い
て
認
定
特
定
非
営
利

活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
代
表
理

事
の
栗
田
暢
之
氏
に
よ
る
「
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
～
相
次
ぐ
災
害
の
現
場
か
ら
」
と
題
す
る
講
演

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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〔
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〕

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

代
表
理
事　

栗
田 

暢
之 

氏

〔
パ
ネ
リ
ス
ト
〕

岐
阜
大
学
地
域
減
災
研
究
セ
ン
タ
ー

特
任
准
教
授　

村
岡　

治
道 

氏

清
流
の
国
ぎ
ふ
女
性
防
災
士
会

会
長　

伊
藤　

三
枝
子 

氏

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ぎ
ふ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

野
村　

典
博 

氏

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
栗
田
暢
之
氏
の
司
会
進
行

に
沿
っ
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
発
言
を
さ
れ
た
。災
害
発
生
前
の
平
時
の
備
え
・

共
助
の
重
要
性
、防
災
活
動
等
へ
の
女
性
の
参
画
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
社
協
等
の
組
織
間
連
携
の
大
切
さ
等
に

関
し
て
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

代
表
理
事　

栗
田 

暢
之 

氏

災
害
発
生
時
は
、
ま
ず
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
こ
と
、
自
分
一
人
で
は
補
え
な
い
部
分
は
地
域

で
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
行
政
だ
け
に

依
存
す
る
こ
と
な
く
、
日
頃
か
ら
地
域
内
で
し
っ

か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
災
害
に

備
え
た
「
地
域
力
」
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
等
の
講
演
を
頂
い
た
。

災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

～
相
次
ぐ
災
害
の
現
場
か
ら

講
演

13
：
10
〜
14
：
10

栗田 暢之 氏
昭和 39 年生まれ。名古屋大学大学院環境学研究科
修了。阪神・淡路大震災でコーディネーターとし
て被災者支援にあたったことを契機に、現在まで
に約 40 カ所の被災地で支援活動を展開。平成 28
年に設立した「全国災害ボランティア支援団体ネッ
トワーク」代表理事を務めるほか、岐阜大学・至
学館大学の非常勤講師としても活躍。

野村 典博 氏
（写真右）

伊藤 三枝子 氏
（写真左）

村岡 治道 氏
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